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■日本燃焼学会創立50周 年記念特集コ

再録 !燃焼研究第 1号 (1959)2
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“
燃焼研究

力の紳1列について

連杓尽浅所 えなの章 突と して夕従 来′ 難浅奈′ 講 森公′ 尾 孝容 率

を隔牲 する氏か′ 文欲妙察 の第おり 1行をい た しくま↓ヽ りよじ佐.  じ

かし″ すぐれ た議演や軒森 も此欧的 夕なの 出席着以外 のな気 にまし

らこれ る ことがなく,  また出席 を にとっても谷場 ですぐに電軒 した

くい輌題 も多てある ことぐありますか ら,  これらの議 演ウ誠森 っ内

本 を切刑 して全員に鎮行する ことよ′ か 炊て重望 され てし`たところ

ぐうりました。

分■ 月膚コヨの終今の結上にかいて,こ の聞速が対議どれ″本会

稜盟牽
“飛焼希先

″をすくなくとヽ毎午2gく らいの振浅ぐ発行す

ることが決蕉これましF‐。とのな客としては′本務の報告′護演や

許論の要旨もしくよ谷文,熱 続の議か努!若 菊悪の残整率があ載ど

れます。

ここに″その鋳 1 号 を率行 するはこが1 こなりました。初子たな窓

l _ かと不蒲 , 不 盛一の点がなどいとすもいますが1 号 をか = a る l ―

つれて完全査ものにち●ヽか す′密行歳率も各刑′幅 F 判 としだ
｀
ぃに

増加 し,ま と森来な所鬼森支の終法綾露によで威&さ せてぃとたい

オ孝です。公員各位 の御め方をβ殺ざいいF―します。
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茄彙各具寝 蕉 容 済一好

今
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